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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

近 年 ， 公 立 学 校に 在 籍す る 外 国 人 児 童生 徒 等は 増 加 傾 向 に あり ， 日本 語 指 導 に 関 して は 制度 や 環

境 の 整 備 が 進 んで い る。 一 方 で ， 多 様な 背 景を 持 つ 子 ど も を取 り 残さ な い と い う こと を 考え た 時

に ， 日 本 語 指 導担 当 教員 だ け で は な く， 関 わる 全 て の 教 員 が外 国 人児 童 生 徒 教 育 に関 す る基 礎 的 な

理 解 を 有 す る こと が 望ま し い と 言 え るが ， 全て の 教 員 を 対 象と し た素 養 に 関 す る 議論 は 緒に 就 い た

ば か り で あ る 。そ こ で， 本 研 究 で は ，現 職 教員 及 び 学 卒 生 を対 象 とす る 申 請 者 自 身の 実 践を 通 し ，

1)学 校 教 員 に 求め ら れる 素 養 と し て の外 国 人児 童 生 徒 教 育 とは 何 か， 2)そ の 素 養 を涵 養 する 機 会 は

ど の よ う に 創 出で き るか を 明 ら か に する こ とを 目 的 と し た 。  

具 体 的 に は ， 本研 究 では ， 申 請 者 を 含む 複 数教 員 で 担 当 し た専 攻 科目 「 子 ど も 理 解と 支 援 」（ 秋 学

期 ， 全 14 回 ） の う ち ，申 請 者 が 担 当 し た 4 回の 授 業 を 対 象 とし た 。こ れ ら 4 回 の 授 業 で は， 外 国 人

児 童 生 徒 等 ， ジェ ン ダー ， 貧 困 を 題 材に ， 受講 者 自 身 の 経 験や 価 値観 ， 考 え 方 を 講義 と グル ー プ ワ

ー ク を 通 し て ふり 返 り， そ れ ぞ れ の 教育 実 践の 再 検 討 や 教 育課 題 解決 に 向 け た 取 り組 み が構 想 で き

る こ と を 目 標 とし た 。受 講 生 は 異 な る専 門 領域 を 持 つ 計 163 名 で ，こ の う ち 同 意 が得 ら れた 学 生 の

授 業 時 の ノ ー トと 成 果物 ， 申 請 者 の 記録 ， 及び 授 業 後 に 実 施し た イン タ ビ ュ ー を デー タ とし た 。  

収 集 し た デ ー タか ら は， 専 門 領 域 に 関係 な く， 多 く の 受 講 生が 自 身の 直 接 的 な 経 験な ど から 4 回

の 授 業 で 扱 っ た題 材 を身 近 で 重 要 な 教育 課 題と し て 捉 え て いる こ とが 窺 わ れ た 。 中で も 外国 人 児 童

生 徒 等 に 関 し ては ， 各専 門 領 域 の 授 業の 中 で， 子 ど も た ち が抱 え うる 困 難 や 教 員 の働 き かけ ， 指 導

や 支 援 の 工 夫 など を 検討 す る こ と を 通し て ，こ れ ま で の 経 験に 基 づく 漠 然 と し た 課題 意 識が よ り 具

体 的 に な っ た こと が 指摘 で き る 。 そ の結 果 ，そ れ ら の 課 題 意識 を 明確 に 言 語 化 し たり ， 働き か け や

工 夫 を よ り 具 体的 に イメ ー ジ し た り でき る よう に な る な ど ，指 導 ・支 援 の 実 現 可 能性 が 高ま っ た こ

と 言 え る 。 さ らに ， 特別 支 援 や 性 の 多様 性 など ， 他 の 教 育 課題 と 外国 人 児 童 生 徒 等の 共 通点 に 気 づ

く こ と に よ り ，指 導 ・支 援 に 対 す る 自信 へ とつ な が っ て い るこ と が示 唆 さ れ た 。  

た だ し ， 得 ら れた デ ータ か ら は ， 現 状の 枠 組み の 中 で の 学 習活 動 に参 加 で き る よ うに な るこ と を

目 指 す 上 で 必 要な 外 国人 児 童 生 徒 等 への 指 導・ 支 援 と い う 意識 が 受講 生 の 中 に 強 固に 存 在し て い る

こ と も 浮 か び 上が っ てき た 。 こ の よ うな 考 え方 は 各 専 門 領 域の 授 業の 中 で の 指 導 ・支 援 の方 法 を 検

討 す る 際 に 特 に顕 著 に現 れ ， 子 ど も たち が 持つ 多 様 な 背 景 を理 解 し， 抱 え る 困 難 には 共 感を 示 す も

の の ， あ く ま でも 指 導・ 支 援 そ の も のの 検 討に 留 ま り ， 学 習内 容 の問 い 直 し や 規 範へ の 働き か け な

ど ， 批 判 的 ， 創造 的 な構 想 と は 言 い 難い 部 分が 課 題 と し て 残っ た 。  

今 後 は ， こ の よう な 他者 に 共 感 し ， 真摯 に 問題 意 識 と 向 き 合う 態 度を 生 か し つ つ ，創 造 的か つ 先

導 的 に 教 育 課 題に 取 り組 む こ と が で きる よ う， 申 請 者 が 実 施す る 授業 に お い て 議 論や 理 解を ど の よ

う に 深 め て い くこ と がで き る か を 検 討し て いく 。  

【研究成果発表方法】 

学会発表（予定） 

・  米本和弘（2024）「学校教員に求められる素養としての外国人児童生徒教育に関する

基礎的探究」異文化教育学会第 45 回大会 

 

また，成果をまとめた論文を学会誌に投稿予定である。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


